
 

 

 

●欠席率６３．２％！！ 

  ➡国公立大学入試２次試験（後期日程）の受験状況（欠席状況）です 

東京近郊の国公立大学の例（R4または R5年度入試） 

大学名 志願者数 出席者数 欠席率 

千葉大学(R4) 4438人 1772人 60.1％ 

横浜国立大学 5602人 2402人 57.1％ 

埼玉大学 3398人 1517人 55.3％ 

東京海洋大学 804人 429人 46.6％ 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

➡「１年生からすべての科目をバランスよく学習すること」、「最後まで諦めずに受験に向かうこと」が大切 

※後期日程の方が倍率は高いことが多いので、情報収集は入念に！ 

➡科目を絞らず学習しておくことで、私立大学の受験の幅も広がります 

【参考】 

 受験料 入学金 授業料 施設費等 合計（受験料除く） 

国公立大学 17,000円 282,000円 535,800円 ― 817,800円 

私立大学 

（文系・平均） 
35,000円 245,951円 930,943円 180,186円 1,357,080円 

 

●中間考査の準備は始めていますか？ 

 ２３日から中間考査が始まります。 

  

 

 

 

 

 

小岩高校 

進路だより 5月号    
    2023.5 

R５年度入試 国公立大学 

欠員補充第２次募集実施校（例） 

山形大学 工学部 計５４名 

茨城大学 教育学部 １名、理学部 ３名 

選考方法はいずれも共通テストの得点 

※学科等の詳細は各大学 HPで確認 

欠席の理由は何だろう？ 

・前期で合格した（出願は前期・

後期同一日程のため） 

・すでに合格している他の私立大

学に決めた など 

国公立大学で定員割れ！？ 

→一部大学で欠員補充を実施する場

合があります 

共通テストの得点のみで判定！？ 

→該当科目を受験していれば出願可 

国公立大学受験の最大の敵 ＝ 科目数 

初めての定期考査で不

安もあると思いますが、

自分なりの勉強方法を

見つけて、まずはチャレ

ンジ！ 

１年生 

得意科目はどんどん伸

ばそう！苦手科目は目

標を決め、達成するた

めの具体的な手立てを

考えよう！ 

２年生 

受験につながる基本の

学習が授業です。定期

考査に全力を注ぎ、弾

みをつけよう！ 

３年生 



1,704,800円 

 

 

 

  

                         

 

 

 

 

 

全国大学生活協同組合連合会「2022年度保護者に聞く新入生調査」より参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JASSO「令和 2年度学生生活調査」より参照 

 

                                   

 

 

●日本学生支援機構予約奨学金の申し込みをする３年生へ 

  第 1回の締め切り  6月 1日（木） 厳守 

  提出先 進路指導室 

  ※準備が整った生徒から早めに提出してください 

 

 

 

 

  ルール 

１．貸し出しは、一人２冊まで、二週間以内に返却すること 

２．無断で持ち出さないこと 

 

【借り方】 

①貸出簿に必要事項を記入する 

→学校ごとでページが分かれていますので、借りたい学校の表に記入する 

②進路指導部の教員から確認のサインをもらう 

 

【返し方】 

①貸出簿に返却日を記入する 

②進路指導部の教員から確認のサインをもらう 

③元の場所（大学名５０音順→年度順→学部ごと）に戻す 

出願費用 約 14万円 入学式のための費用 約 3万円 

受験費用 約 5万円 教材費 約 20万円 

入学した大学への納付金 約 92万円 生活用品購入費他 約 8万円 

入学しなかった大学への納付金 約 27万円 

授業料など 約 120万円 食費、住居費など 約 8万円 

課外活動費など 約 7万円 その他日常費など 約 30万円 

通学費 約 7万円 １年間の額の概算です 

￥おカネの話￥ 

1,690,000円 

受験～入学前までの費用 

在学中の費用（私大・実家暮らし） 

注意 奨学金の振込は入学後！ 

奨学金は 
使えない 

進路室内の赤本の貸し出しについて 


